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(57)【要約】
【課題】　ＯＬＥＤパネルに提供される映像信号に基づ
いて、ＯＬＥＤパネルに供給される駆動電源に対してフ
ィードフォワード制御を行うことができる電源供給装置
、それを備えたディスプレイ装置および電源供給方法を
提供する。
【解決手段】　ディスプレイ装置が開示される。本ディ
スプレイ装置は、映像信号を入力され、Ｒ／Ｇ／Ｂ色相
別の複数の駆動電源を受けて映像を表示するＯＬＥＤ（
Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉ
ｏｄｅｓ）パネル部と、ＯＬＥＤパネル部に映像信号を
提供する映像信号提供部と、ＯＬＥＤパネル部に複数の
駆動電源を供給し、複数の駆動電源別に個別的なフィー
ドバック制御を行う電源供給部とを含む。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイ装置において、
　映像信号を入力され、Ｒ／Ｇ／Ｂの色相別に複数の駆動電源から電力供給を受けて映像
を表示するＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅｓ）
パネル部と、
　前記ＯＬＥＤパネル部に映像信号を提供する映像信号提供部と、
　前記ＯＬＥＤパネル部に複数の駆動電源から電力を供給し、前記複数の駆動電源別に個
別的なフィードバック制御を行う電源供給部と
　を含むディスプレイ装置。
【請求項２】
　前記ＯＬＥＤパネル部は、
　Ｒ／Ｇ／Ｂの色相別に複数の画素組に区分されてマトリックス形態で配列される複数の
画素を含み、
　前記複数の画素組の各々には、別途の駆動電源から電力が入力されることを特徴とする
請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項３】
　前記電源供給部は、
　外部ＡＣ電源を整流する整流部と、
　前記整流されたＡＣ電源の電圧と電流を同相に一致させ、ＤＣ電圧に変圧するＰＦＣ部
と、
　前記ＤＣ電圧を多重コイル型の絶縁変圧器を通じて複数の電圧で出力するコンバータと
、
　前記複数の駆動電圧で出力する複数の出力部と、
　前記コンバータの複数の電圧を選択的に前記複数の出力部に提供する複数のスイッチン
グ部と、
　前記出力部から出力される複数の駆動電圧の各々に対してフィードバック制御が行われ
るように、前記複数のスイッチング部を制御する電源制御部と
　を含むことを特徴とする請求項１または２に記載のディスプレイ装置。
【請求項４】
　前記複数のスイッチング部の各々は、
　一端が前記コンバータと接続されるスイッチング素子と、
　一端が前記スイッチング素子の他端と接続され、他端が前記複数の出力部の何れか一つ
と接続されるインダクタと、
　アノードとカソードを有するダイオードであって、当該アノードが前記スイッチング素
子の他端と前記インダクタの一端に対して共通接続され、当該カソードが接地されるダイ
オードと
　を含むことを特徴とする請求項３に記載のディスプレイ装置。
【請求項５】
　前記コンバータは、
　ディスクリート（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ）ＬＬＣコンバータであることを特徴とする請求項
３または４に記載のディスプレイ装置。
【請求項６】
　前記電源供給部は、
　前記映像信号に基づいて前記複数の駆動電源に対するフィードフォワード（ｆｅｅｄ－
ｆｏｒｗａｒｄ）制御を行うことを特徴とする請求項１ないし５の何れか一項に記載のデ
ィスプレイ装置。
【請求項７】
　前記電源供給部は、
　前記映像信号の輝度情報に基づいて、前記ＯＬＥＤパネル部に供給されるＲ／Ｇ／Ｂの
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色相別にそれぞれの駆動電流を予測し、予測された駆動電流に基づいて複数の駆動電源に
対するフィードフォワード制御を行うことを特徴とする請求項６に記載のディスプレイ装
置。
【請求項８】
　前記輝度情報は、
　ＯＬＥＤパネル部のＲ／Ｇ／Ｂの色相別の発光レベルの情報および前記発光レベルが適
用されるタイミング情報を含むことを特徴とする請求項７に記載のディスプレイ装置。
【請求項９】
　ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅｓ）パネルに
Ｒ／Ｇ／Ｂの色相別に複数の駆動電源それぞれを提供する電源供給装置において、
　外部ＡＣ電源を整流する整流部と、
　前記整流されたＡＣ電源の電圧と電流を同相に一致させ、ＤＣ電圧に変圧するＰＦＣ部
と、
　前記ＤＣ電圧を多重コイル型の絶縁変圧器を通じて複数の電圧で出力するコンバータと
、
　前記複数の駆動電圧で出力する複数の出力部と、
　前記コンバータの複数の電圧を選択的に前記複数の出力部に提供する複数のスイッチン
グ部と、
　前記出力部から出力される複数の駆動電圧の各々に対してフィードバック制御が行われ
るように、前記複数のスイッチング部を制御する電源制御部と
　を含む電源供給装置。
【請求項１０】
　前記複数のスイッチング部の各々は、
　一端が前記コンバータと接続されるスイッチング素子と、
　一端が前記スイッチング素子の他端と接続され、他端が前記複数の出力部の何れか一つ
と接続されるインダクタと、
　アノードとカソードを有するダイオードであって、当該アノードが前記スイッチング素
子の他端と前記インダクタの一端に対して共通接続され、当該カソードが接地されるダイ
オードと
　を含むことを特徴とする請求項９に記載の電源供給装置。
【請求項１１】
　ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅｓ）パネルに
Ｒ／Ｇ／Ｂの色相別に複数の駆動電源をそれぞれ提供する電源供給装置の電源供給方法に
おいて、
　外部ＡＣ電源を整流するステップと、
　前記整流されたＡＣ電源の電圧と電流を同相に一致させるステップと、
　前記電圧と電流が同相に一致されたＡＣ電源を予め設定された大きさのＤＣ電圧に変換
するステップと、
　前記予め設定された大きさのＤＣ電圧を前記Ｒ／Ｇ／Ｂ色相別の複数の駆動電源に変圧
するステップと、
　前記変圧された複数の駆動電源を前記ＯＬＥＤパネルに出力するステップと、
　前記変圧された複数の駆動電源の各々に対してフィードバック制御を行うステップと
　を含む電源供給方法。
【請求項１２】
　前記変圧するステップは、
　前記Ｒ／Ｇ／Ｂの色相別に互いに異なる電圧の大きさを有する複数の駆動電源に変圧す
ることを特徴とする請求項１１に記載の電源供給方法。
【請求項１３】
　前記映像信号に基づいて前記複数の駆動電源に対するフィードフォワード制御を行うス
テップを更に含むことを特徴とする請求項１１または１２に記載の電源供給方法。
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【請求項１４】
　前記フィードフォワード制御を行うステップは、
　前記映像信号の輝度情報に基づいて前記ＯＬＥＤパネルに供給される駆動電流を予測し
、予測された駆動電流に基づいて前記複数の駆動電源に対するフィードフォワード制御を
行うことを特徴とする請求項１３に記載の電源供給方法。
【請求項１５】
　前記輝度程度は、
　ＯＬＥＤパネルのＲ／Ｇ／Ｂの色相別の発光レベルの情報および前記発光レベルが適用
されるタイミング情報を含むことを特徴とする請求項１４に記載の電源供給方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電源供給装置、それを備えたディスプレイ装置および電源供給方法に関し、
より詳細には、ＯＬＥＤパネルにＲ／Ｇ／Ｂの色相別に複数の駆動電源をそれぞれ提供し
、複数の駆動電源別にそれぞれフィードバック制御を行うことができる電源供給装置、そ
れを備えたディスプレイ装置および電源供給方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ディスプレイ装置は、外部から受信されたデジタル形式またはアナログ形式の映像信号
、または内部の保存装置内に多様なフォーマットの圧縮ファイルの形で保存された多様な
映像信号等が処理されて表示されるようにする装置である。
【０００３】
　最近では、有機電界発光表示装置に対する開発が盛んに進められている。有機電界発光
表示装置は、平板表示装置の一種として、有機電界発光ダイオードを用いる。ここで、有
機電界発光ダイオードは、蛍光性有機化合物に電流が流れると、光を発する電界発光現象
を用いて自ら発光する「自発光型有機物質」のことをいう。有機電界発光表示装置は、低
い電圧で駆動が可能であり、薄型に作ることができ、広い視野角と早い応答速度があり、
通常のＬＣＤと違って、真横から観ても画質が変わらずに画面に残像が残らない。なお、
小型画面では、ＬＣＤ以上の画質と単純な製造工程により、有利な価格競争力をもつよう
になる。
【０００４】
　しかし、従来の有機電界発光表示装置は、一つの駆動電源のみを用いて駆動していると
いうことから、無駄な電力消費が生じていた。具体的に、Ｒ／Ｇ／Ｂの色相チャネル別に
求められる駆動電圧の大きさが異なるが、チャネルによる区分無しに一つの駆動電源から
電力供給を受けて利用するようにしたことで、高い駆動電圧が要求されないチャネルにお
ける無駄な電力消費が生じていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】日本特開第２００２－０８４７５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところは、ＯＬ
ＥＤパネルに提供される映像信号に基づいて、ＯＬＥＤパネルに供給される駆動電源に対
してフィードフォワード制御を行うことができる電源供給装置、それを備えたディスプレ
イ装置および電源供給方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するための本発明の一実施形態に係るディスプレイ装置は、映像信号を
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入力され、Ｒ／Ｇ／Ｂの色相別の複数の駆動電源から電力供給を受けて映像を表示するＯ
ＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅｓ）パネル部と、
前記ＯＬＥＤパネル部に映像信号を提供する映像信号提供部と、前記ＯＬＥＤパネル部に
複数の駆動電源のそれぞれから電力を供給し、前記複数の駆動電源別に個別的なフィード
バック制御を行う電源供給部とを含む。
【０００８】
　この場合、前記ＯＬＥＤパネル部は、Ｒ／Ｇ／Ｂの色相別に複数の画素組に区分されて
マトリックス形態で配列される複数の画素を含み、前記複数の画素組の各々には、別途の
駆動電源から電力が入力されることが望ましい。
【０００９】
　一方、前記電源供給部は、外部ＡＣ電源を整流する整流部と、前記整流されたＡＣ電源
の電圧と電流を同相に一致させ、ＤＣ電圧に変圧するＰＦＣ部と、前記ＤＣ電圧を多重コ
イル型の絶縁変圧器を通じて複数の電圧で出力するコンバータと、前記複数の駆動電圧で
出力する複数の出力部と、前記コンバータの複数の電圧を選択的に前記複数の出力部に提
供する複数のスイッチング部と、前記出力部から出力される複数の駆動電圧の各々に対し
てフィードバック制御が行われるように、前記複数のスイッチング部を制御する電源制御
部とを含む。
【００１０】
　この場合、前記複数のスイッチング部の各々は、一端が前記コンバータと接続されるス
イッチング素子と、一端が前記スイッチング素子の他端と接続され、他端が前記複数の出
力部の何れか一つと接続されるインダクタと、アノードとカソードを有するダイオードで
あって、当該アノードが前記スイッチング素子の他端と前記インダクタの一端に対して共
通接続され、当該カソードが接地されるダイオードとを含んでもよい。
【００１１】
　一方、前記コンバータは、ディスクリート（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ）ＬＬＣコンバータとす
ることが望ましい。
【００１２】
　一方、前記電源供給部は、前記映像信号に基づいて前記複数の駆動電源に対するフィー
ドフォワード（ｆｅｅｄ－ｆｏｒｗａｒｄ）制御を行ってよい。
【００１３】
　この場合、前記電源供給部は、前記映像信号の輝度情報に基づいて、前記ＯＬＥＤパネ
ル部に供給されるＲ／Ｇ／Ｂの色相別の駆動電流を予測し、予測された駆動電流に基づい
て複数の駆動電源に対するフィードフォワード制御を行ってよい。
【００１４】
　この場合、前記輝度情報は、ＯＬＥＤパネル部のＲ／Ｇ／Ｂの色相別の発光レベルの情
報および前記発光レベルが適用されるタイミング情報を含むことが望ましい。
【００１５】
　一方、本実施形態に係るＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　
Ｄｉｏｄｅｓ）パネルにＲ／Ｇ／Ｂの色相別に複数の駆動電源をそれぞれ提供する電源供
給装置は、外部ＡＣ電源を整流する整流部と、前記整流されたＡＣ電源の電圧と電流を同
相に一致させ、ＤＣ電圧に変圧するＰＦＣ部と、前記ＤＣ電圧を多重コイル型の絶縁変圧
器を通じて複数の電圧で出力するコンバータと、前記複数の駆動電圧で出力する複数の出
力部と、前記コンバータの複数の電圧を選択的に前記複数の出力部に提供する複数のスイ
ッチング部と、前記出力部から出力される複数の駆動電圧の各々に対してフィードバック
制御が行われるように、前記複数のスイッチング部を制御する電源制御部とを含む。
【００１６】
　この場合、前記複数のスイッチング部の各々は、一端が前記コンバータと接続されるス
イッチング素子と、一端が前記スイッチング素子の他端と接続され、他端が前記複数の出
力部の何れか一つと接続されるインダクタと、アノードとカソードを有するダイオードで
あって、当該アノードが前記スイッチング素子の他端と前記インダクタの一端に対して共
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通接続され、当該カソードが接地されるダイオードとを含んでよい。
【００１７】
　一方、前記コンバータは、ディスクリート（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ）ＬＬＣコンバータとす
ることが可能である。
【００１８】
　一方、前記電源供給部は、前記映像信号に基づいて前記複数の駆動電源に対するフィー
ドフォワード（ｆｅｅｄ－ｆｏｒｗａｒｄ）制御を行ってもよい。
【００１９】
　この場合、前記電源供給部は、前記映像信号の輝度情報に基づいて、前記ＯＬＥＤパネ
ルに供給されるＲ／Ｇ／Ｂ色相別の駆動電流を予測し、予測された駆動電流に基づいて複
数の駆動電源に対するフィードフォワード制御を行ってよい。
【００２０】
　この場合、前記輝度情報は、ＯＬＥＤパネル部のＲ／Ｇ／Ｂの色相別の発光レベルの情
報および前記発光レベルが適用されるタイミング情報を含むことが望ましい。
【００２１】
　一方、本実施形態に係るＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　
Ｄｉｏｄｅｓ）パネルにＲ／Ｇ／Ｂ色相別に複数の駆動電源をそれぞれ提供する電源供給
装置の電源供給方法は、外部ＡＣ電源を整流するステップと、前記整流されたＡＣ電源の
電圧と電流を同相に一致させるステップと、前記電圧と電流が同相に一致されたＡＣ電源
を予め設定された大きさのＤＣ電圧に変換するステップと、前記予め設定された大きさの
ＤＣ電圧を前記Ｒ／Ｇ／Ｂ色相別の複数の駆動電源に変圧するステップと、前記変圧され
た複数の駆動電源を前記ＯＬＥＤパネルに出力するステップと、前記変圧された複数の駆
動電源の各々に対してフィードバック制御を行うステップとを含む。
【００２２】
　この場合、前記変圧するステップは、前記Ｒ／Ｇ／Ｂの色相別に互いに異なる電圧の大
きさを有する複数の駆動電源に変圧してよい。
【００２３】
　一方、本電源供給方法は、前記映像信号に基づいて前記複数の駆動電源に対するフィー
ドフォワード制御を行うステップを更に含んでよい。
【００２４】
　この場合、前記フィードフォワード制御を行うステップは、前記映像信号の輝度情報に
基づいて前記ＯＬＥＤパネルに供給される駆動電流を予測し、予測された駆動電流に基づ
いて前記複数の駆動電源に対するフィードフォワード制御を行うことが望ましい。
【００２５】
　この場合、前記輝度程度は、ＯＬＥＤパネルのＲ／Ｇ／Ｂの色相別の発光レベルの情報
および前記発光レベルが適用されるタイミング情報を含むことが望ましい。
【発明の効果】
【００２６】
　以上説明したように、本発明によれば、ディスプレイ装置は、ＯＬＥＤパネル部にＲ／
Ｇ／Ｂの色相別に別途の駆動電源から電力を供給し、各駆動電源に対して別途のフィード
バック制御を行うため、適応的な駆動電源をＯＬＥＤパネル部に提供することができ、そ
れにより、ディスプレイ装置１００の消費電力を低減することができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の一実施形態に係るディスプレイ装置の概略構成を示すブロック図である
。
【図２】本発明の一実施形態に係るディスプレイ装置の具体的な構成を示すブロック図で
ある。
【図３】本発明の一実施形態に係る電源供給装置の具体的な構成を示すブロック図である
。
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【図４】図３のコンバータおよび電源制御部の具体的な構成を示す図である。
【図５】図３のスイッチング部の具体的な構成を示す図である。
【図６】映像信号の例を示す図である。
【図７】図１および図２のＯＬＥＤパネルの構成を説明するための図である。
【図８】本発明の一実施形態に係る電源供給方法を説明するためのフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。
【００２９】
　図１は、本発明の一実施形態に係るディスプレイ装置の概略構成を示すブロック図であ
る。
【００３０】
　図１を参照すると、本実施形態に係るディスプレイ装置１００は、ＯＬＥＤパネル部１
１０と、映像信号提供部１２０および電源供給部２００で構成されてよい。
【００３１】
　ＯＬＥＤパネル部１１０は、映像信号を受信し、Ｒ／Ｇ／Ｂの色相別に複数の駆動電源
のそれぞれから電力を受信して映像を表示する。具体的に、ＯＬＥＤパネル部１１０は、
後述の映像信号提供部１２０から提供される映像信号および電源供給部２００から供給さ
れる複数の駆動電源に対応して映像を表示することができる。そのために、ＯＬＥＤパネ
ル部１１０は、有機発光ダイオードを含む複数の画素を備えることができる。ＯＬＥＤパ
ネル部１１０の具体的な構成について、図７を参照して後述する。
【００３２】
　映像信号提供部１２０は、ＯＬＥＤパネル部１１０に映像信号を提供する。具体的には
、映像信号提供部１２０は、映像データに対応して映像データおよび／または映像データ
を表示するための多様な映像信号をＯＬＥＤパネル部１１０に供給する。ここで、映像信
号は、発光レベルの情報を伝達する発光区間と発光区間が適用されるアドレス情報を伝達
するアドレッシング区間を有し、一つのフレーム周期に一つの発光区間およびアドレッシ
ング区間を有する。
【００３３】
　電源供給部２００は、ＯＬＥＤパネル部１１０に複数の駆動電源から電力を供給し、複
数の駆動電源別に個別的なフィードバック制御を行う。ここで、フィードバック制御とは
、制御量と目標値とを比較し、それを一致させるように訂正動作を行う制御のことを意味
する。従って、電源供給部２６０は、Ｒ／Ｇ／Ｂの色相別に予め設定された駆動電圧値を
目標値として利用し、出力される複数の駆動電圧を制御量として複数の駆動電源に対する
フィードバック制御を行うことができる。このような電源供給部２００の具体的な構成お
よび動作については、図３ないし図５を参照して後述する。
【００３４】
　複数の出力部２７０は、電源供給部２００からＯＬＥＤパネル部１１０に複数の駆動電
源を提供する。このような複数の出力部２７０は、一つのケーブルで構成されてよく、複
数のケーブルで構成されてよい。
【００３５】
　以上においては、ディスプレイ装置１００の概略構成についてのみ説明したが、ディス
プレイ装置１００は、図２に示すような構成を含むことができる。ディスプレイ装置１０
０の具体的な構成については、図２を参照して以下で説明する。
【００３６】
　図２は、本発明の一実施形態に係るディスプレイ装置の具体的な構成を示すブロック図
である。
【００３７】
　図２を参照すると、本実施形態に係るディスプレイ装置１００は、ＯＬＥＤパネル部１
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１０と、映像信号提供部１２０と、放送受信部１３０と、信号分離部１３５と、Ａ／Ｖ処
理部１４０と、オーディオ出力部１４５と、保存部１５０と、通信インターフェース部１
５５と、操作部１６０と、制御部１７０および電源供給部２００を含む。
【００３８】
　ＯＬＥＤパネル部１１０と、電源供給部２００の動作は、図１と同様に、繰り返し説明
は省略する。一方、図示の例では、電源供給部２００が、ＯＬＥＤパネル部１１０および
制御部１７０のみに電源を供給するものとして示したが、電源供給部２２０は、ディスプ
レイ装置１００内の電源が要求される全構成に電源を提供することができる。
【００３９】
　放送受信部１３０は、放送局または衛星から有線または無線により放送を受信して復調
する。
【００４０】
　信号分離部１３５は、放送信号を映像信号、オーディオ信号、付加情報信号に分離する
。そして、信号分離部１３５は、映像信号およびオーディオ信号をＡ／Ｖ処理部１４０に
伝送する。
【００４１】
　Ａ／Ｖ処理部１４０は、放送受信部１３０および保存部１５０から入力された映像信号
およびオーディオ信号に対してビデオデコード、ビデオスケーリング、オーディオデコー
ド等の信号処理を行う。そして、Ａ／Ｖ処理部１４０は、映像信号を映像信号提供部１２
０に出力し、オーディオ信号をオーディオ出力部１４５に出力する。
【００４２】
　一方、受信された映像及びオーディオ信号を保存部１５０に保存する場合、Ａ／Ｖ処理
部１４０は、映像とオーディオを圧縮された形態で保存部１５０に出力することができる
。
【００４３】
　オーディオ出力部１４５は、Ａ／Ｖ処理部１４０から出力されるオーディオ信号をサウ
ンドに変換してスピーカ（図示せず）を通じて出力させたり、外部出力端子（図示せず）
を通じて接続された外部機器に出力する。
【００４４】
　映像信号提供部１２０は、ユーザに提供するためのＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃ　Ｕｓｅｒ
　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を生成する。そして、映像信号提供部１２０は生成されたＧＵＩ
をＡ／Ｖ処理部１４０から出力された映像に付加する。そして、映像信号提供部１２０は
、ＧＵＩが付加された映像に対応する映像信号をＯＬＥＤパネル部１１０に提供する。そ
れにより、ＯＬＥＤパネル部１１０は、ディスプレイ装置１００から提供する各種情報お
よび映像信号提供部１２０に伝達された映像を表示する。
【００４５】
　そして、保存部１５０は、映像コンテンツを保存することができる。具体的に、保存部
１５０は、Ａ／Ｖ処理部１４０から映像とオーディオが圧縮された映像コンテンツを受け
て保存することができ、制御部１７０の制御に応じて保存された映像コンテンツをＡ／Ｖ
処理部１４０に出力することができる。一方、保存部１５０は、ハードディスクや非揮発
性メモリ、揮発性メモリ等で実現されてよい。
【００４６】
　操作部１６０は、タッチスクリーンやタッチパッド、キーボタン、キーパッド等で実現
され、ディスプレイ装置１００のユーザ操作を提供する。本実施形態においては、ディス
プレイ装置１００に備えられた操作部１６０を介して制御命令が入力される例を説明した
が、操作部１６０は、外部制御装置（例えば、リモコン）からユーザ操作が入力されてよ
い。
【００４７】
　通信インターフェース部１５５は、ディスプレイ装置１００を外部装置（図示せず）と
接続するために形成され、外部装置とローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ：Ｌｏｃａｌ
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　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）およびインターネット網を通じて接続される形態だけでな
く、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）ポートを通じて接続される形
態も可能である。
【００４８】
　制御部１７０は、ディスプレイ装置１００の動作全般を制御する。具体的に、制御部１
７０は、操作部１６０を介して入力される制御命令による映像が表示されるように映像信
号提供部１２０と、ＯＬＥＤパネル部１１０を制御することができる。
【００４９】
　以上のように、本実施形態に係るディスプレイ装置は、ＯＬＥＤパネル部にＲ／Ｇ／Ｂ
色相別に別途の駆動電源を供給し、各駆動電源に対して別途のフィードバック制御を行う
ため、適応的な駆動電源をＯＬＥＤパネル部に提供することができ、それにより、ディス
プレイ装置１００の消費電力を低減することができるようになる。
【００５０】
　一方、図２を説明するうえで、放送を受信して表示するディスプレイ装置についてのみ
、上述のような機能が適用されるものとして説明したが、後述のような電源供給装置は、
ＯＬＥＤパネルを有する如何なる電子装置にも適用可能である。
【００５１】
　一方、以上では、電源供給部２００がディスプレイ装置１００に含まれる構成であると
して説明してきたが、電源供給部２００の機能は別途の装置で実現可能である。以下では
、図３を参照して電源供給部２００と同様の機能を行う別途の電源供給装置について説明
する。
【００５２】
　図３は、本発明の一実施形態に係る電源供給装置の具体的な構成を示す図である。
【００５３】
　図３を参照すると、電源供給装置２００は、整流部２１０と、ＰＦＣ部２２０と、コン
バータ２３０と、スイッチング部２４０および電源制御部２５０で構成されてよい。
【００５４】
　整流部２１０は、外部ＡＣ電源を整流する。具体的に、整流部２１０は、ブリッジ電波
整流回路で実現されてよい。
【００５５】
　ＰＦＣ部２２０は、整流されたＡＣ電源の電圧と電流を同相に一致させる。具体的に、
ＰＦＣ部２２０は、整流部２１０で清流されたＡＣ電源の電圧と電流を同相に一致させる
ことができる。そして、ＰＦＣ部２２０は、電圧と電流が同相に一致されたＡＣ電源をＤ
Ｃ電圧に変圧することができる。一方、本実施形態においては、ＰＦＣ部２２０において
ＡＣ電源をＤＣ電圧に変圧する例について説明したが、実現時には、後述のコンバータ２
３０でＤＣ電圧に変圧する動作を行うこともできる。
【００５６】
　コンバータ２３０は、ＰＦＣ部２２０において変換されたＤＣ電圧を多重コイル型の絶
縁変圧器を通じて複数の電源で出力することができる。一方、実現時には、コンバータ２
３０は、電圧と電流が同相に一致されたＡＣ電源をＤＣ電圧に変圧することができる。具
体的に、コンバータ２３０は、共振型コンバータであるディスクリート（Ｄｉｓｃｒｅｔ
ｅ）ＬＬＣコンバータで実現されてよく、ディスクリートＬＬＣコンバータの具体的な構
成は、図４と関連して後述する。
【００５７】
　スイッチング部２４０は、変圧されたＤＣ電圧を選択的に複数の出力部２７０に提供す
る。具体的に、スイッチング部２４０は、複数の共振型同期スイッチング部で実現されて
よく、共振型同期スイッチング部について、図５を参照して後述する。
【００５８】
　電源制御部２５０は、スイッチング部２４０から出力される複数の駆動電圧の各々に対
してフィードバック制御が行われるように、スイッチング部２４０を制御する。具体的に
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、電源制御部２５０は、スイッチング部２４０から出力される複数の駆動電源の各々の駆
動電圧に対するフィードバック制御を行うことができる。
【００５９】
　そして、電源制御部２５０は、複数の出力部２６０から出力される複数の駆動電圧の各
々に対してフィードバック制御が行われるように、スイッチング部２６０を制御する。具
体的に、電源供給装置２００は、対電流をＯＬＥＤパネルに提供することから、ＯＬＥＤ
パネルの入力端の電圧は、スイッチング部２４０から出力される駆動電圧より低くてよい
。即ち、ケーブルによって駆動電圧が電圧下降することができるため、電源制御部２５０
は複数の出力部２６０から出力される複数の駆動電源の各々の駆動電圧に対するフィード
バック制御を行うことができる。
【００６０】
　そして、電源制御部２５０は、映像信号に基づいて複数の出力部２６０から出力される
駆動電源に対するフィードフォワード制御が行われるように、コンバータ２３０を制御す
ることができる。ここで、フィードフォワード制御は、外乱による制御量の変化を予め予
測して、それに対応する制御動作を行わせて応答を早めることができるようにする制御方
法として、本実施形態において、ＯＬＥＤパネル部１１０に提供される映像信号に基づい
てＯＬＥＤパネル部１１０に要求されるＲ／Ｇ／Ｂ色相別の駆動電流を予測し、予測され
たＲ／Ｇ／Ｂ色相別の駆動電流に基づいてＯＬＥＤパネル部に供給される複数の駆動電源
を制御する。
【００６１】
　それにより、電源制御部２５０は、入力された映像信号の輝度情報に基づいてＯＬＥＤ
パネルに供給されるＲ／Ｇ／Ｂの色相別にそれぞれの駆動電流を予測し、予測されたＲ／
Ｇ／Ｂの色相別の駆動電流に基づいてコンバータ２３０を制御することができる。ここで
、輝度情報は、ＯＬＥＤパネル部のＲ／Ｇ／Ｂの色相別の発光レベルの情報および発光レ
ベルが適用されるタイミング情報を含む。従って、電源制御部２５０は、ＯＬＥＤパネル
の複数の発光レベルに対応した複数の駆動電流値を保存するルックアップテーブルを用い
て、Ｒ／Ｇ／Ｂの色相別の輝度情報に対応する複数の駆動電源が輝度情報に対応するタイ
ミングで出力されるようにすることができる。このようなフィードフォワード制御は、上
述のようなフィードバック制御と同時に行われてよい。
【００６２】
　一方、本実施形態においては、ＯＬＥＤパネル部１１０に提供される映像信号そのもの
を受信して用いる実施形態についてのみ説明したが、実現時には、フィードフォワード制
御時に必要な情報（例えば、輝度情報または予測される駆動電流値）のみを受信してそれ
を利用する形態でも実現されてよい。
【００６３】
　図４は、図３のコンバータおよび電源制御部の具体的な構成を示す図である。
【００６４】
　図４を参照すると、コンバータ２３０は、共振型コンバータであるディスクリート（Ｄ
ｉｓｃｒｅｔｅ）ＬＬＣコンバータである。具体的に、分離型トランスボビンを使用して
漏れインダクタンスを共振インダクタとして使用するＬＬＣハーフブリッジ共振型コンバ
ータで実現されてもよい。本実施形態では、ＬＬＣハーフブリッジ共振型コンバータを用
いてコンバータ２３０を実現した例のみを示して説明したが、他のＬＬＣコンバータを利
用する形態で実現することができる。
【００６５】
　電源制御部２５０は、ＡＤＣ２５１と、制御コア２５３および周波数変調部２５５で構
成されてよい。
【００６６】
　ＡＤＣ２５１は、複数の駆動電源を検知する。具体的に、ＡＤＣ２５１はスイッチング
部２４０から出力される複数の駆動電源の電圧値を検知し、検知された複数の駆動電源の
電圧値をデジタル値で制御コア２５３に提供することができる。
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【００６７】
　制御コア２５３は、電源供給装置２００から出力される複数の駆動電源に対するフィー
ドバック制御およびフィードフォワード制御を行う。具体的に、制御コア２５３は、ＡＤ
Ｃ２５１から提供するデジタル値の駆動電源の電圧値および映像信号提供部１２０から提
供する映像信号に基づいて複数の駆動電源に対するフィードバック制御およびフィードフ
ォワードのための演算を行うことができる。
【００６８】
　周波数変調部２５５は、制御コア２５３の演算結果に基づいての制御信号を周波数信号
に変調し、変調された制御信号をコンバータ２３０およびスイッチング部２４０を提供す
ることができる。
【００６９】
　図５は、図３のスイッチング部の具体的な構成を示す図である。
【００７０】
　図５を参照すると、スイッチング部２４０は、複数の共振型同期スイッチング部２４１
、２４２、２４３を含む。
【００７１】
　共振型同期スイッチング部２４１、２４２、２４３は、電源制御部２５０の制御により
コンバータ２４０から生成された電源を出力部２６０に選択的に提供する。具体的に、共
振型同期スイッチング部２４１、２４２、２４３の各々は、スイッチング素子、インダク
タおよびダイオードで構成されてよい。
【００７２】
　スイッチング素子ＳＷ１、ＳＷ２、ＳＷ３は、一端がコンバータ２３０の出力端と接続
され、他端がダイオードＤ５、Ｄ６、Ｄ７のアノードおよびインダクタＬ１、Ｌ２、Ｌ３
の一端と共通接続される。
【００７３】
　ダイオードＤ５、Ｄ６、Ｄ７は、アノードがスイッチング素子ＳＷ１、ＳＷ２、ＳＷ３
の他端とインダクタＬ１、Ｌ２、Ｌ３の一端と共通接続され、カソードが接地される。
【００７４】
　インダクタＬ１、Ｌ２、Ｌ３は、一端がスイッチング素子ＳＷ１、ＳＷ２、ＳＷ３の他
端およびダイオードＤ５、Ｄ６、Ｄ７のアノードと共通接続され、他端が駆動電源を出力
する出力部２６０に接続される。
【００７５】
　以上のように、本実施形態に係るスイッチング部２４０は、複数の共振型同期スイッチ
ング部を利用することから、別途の多チャネルバックコンバータを備えてなくておも、複
数の駆動電源を出力することができるようになる。なお、多チャネルバックコンバータを
利用しないことから、電源供給装置の面積を減らすことができ、コスト削減することがで
きる。
【００７６】
　一方、図５を説明するうえで、スイッチング部２４０の複数の共振型同期スイッチング
部を用いて、図６は映像信号の例を示す図である。
【００７７】
　図６を参照すると、映像信号は予め設定されたフレーム周期を有し、フレーム周期はＯ
ＬＥＤパネルが発光する発光区間と、発光が行われないアドレッシング区間とを有する。
そして、各発光区間毎に異なるＯＬＥＤ発光レベル調節電圧値を有する。
【００７８】
　従って、本実施形態においては、発光区間におけるＯＬＥＤ発光レベル調節電圧値情報
と当該調節電圧値が適用される発光区間の情報（即ち、タイミング情報）を用いてフィー
ドフォワード制御を行う。具体的に、一番目のフレームにおいて、Ｒ／Ｇ／Ｂ色相チャネ
ル別に要求される平均発光レベル電圧に基づいてＯＬＥＤパネルに提供されるべき駆動電
流を予測し、予測された駆動電流に対応するＤＣ電圧が生成されるように、コンバータ２
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３０を制御することができる。
【００７９】
　図７は、図１および図２のＯＬＥＤパネルの構成を説明するための図である。
【００８０】
　図７を参照すると、ＯＬＥＤパネルは、Ｒ／Ｇ／Ｂ色相別に複数の画素組に区分され、
マトリックス形態に配列される複数の画素を含む。ここで、複数の画素組は、Ｒ画素組、
Ｇ画素組およびＢ画素組であってよい。そして、各々の画素組は、各々異なる駆動電圧を
受信する。
【００８１】
　一方、本実施形態においては、複数の画素組を３つに区分した例のみを示したが、ＯＬ
ＥＤパネルが２つまたは４つ以上の画素組に区分される場合にも適用可能である。例えば
、ＯＬＥＤパネルがＲ／Ｇ／Ｂ／Ｗ（Ｗｈｉｔｅ）画素組に区分される場合には、電源供
給装置２００は、４つの駆動電源をＯＬＥＤパネルに提供する形態でも実現することがで
きる。
【００８２】
　図８は、本発明の一実施形態に係る電源供給方法を説明するためのフローチャートであ
る。
【００８３】
　図８を参照すると、外部ＡＣ電源を整流する（Ｓ８１０）。具体的に、ブリッジ電波整
流回路を用いて外部ＡＣ電源を整流することができる。
【００８４】
　そして、整流されたＡＣ電源の電圧と電流を同相に一致させる（Ｓ８２０）。具体的に
、ＰＦＣ回路を用いて整流されたＡＣ電源の電圧と電流を同相に一致させることができる
。
【００８５】
　そして、電圧と電流が同相に一致されたＡＣ電源を予め設定された大きさのＤＣ電圧に
変換する（Ｓ８３０）。具体的に、ディスクリート（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ）ＬＬＣコンバー
タを用いて予め設定された大きさのＤＣ電圧に変圧することができる。
【００８６】
　そして、予め設定された大きさのＤＣ電圧を複数の駆動電源に変圧する（Ｓ８４０）。
具体的に、電圧されたＤＣ電圧をＲ／Ｇ／Ｂ色相別の複数の駆動電源に変圧することがで
きる。
【００８７】
　そして、変圧された複数の駆動電源をＯＬＥＤパネルに出力する（Ｓ８５０）。
【００８８】
　そして、変圧された複数の駆動電源の各々に対してフィードバック制御を行う（Ｓ８６
０）。具体的に、変圧されて出力される複数の駆動電源に対してフィードバック制御を行
うことができる。一方、実現時には、入力された映像信号の輝度情報に基づいてＯＬＥＤ
パネルに供給されるＲ／Ｇ／Ｂ色相別の駆動電流を予測し、予測された駆動電流に基づい
てフィードフォワード制御を行うことができる（Ｓ８７０）。
【００８９】
　従って、本実施形態に係る電源供給方法は、ＯＬＥＤパネル部にＲ／Ｇ／Ｂ色相別に別
途の駆動電源を供給し、各駆動電源に対して別途のフィードバック制御を行うため、適応
的に駆動電源をＯＬＥＤパネル部に提供することができ、それにより、ディスプレイ装置
１００の消費電力を低減することができるようになる。図８のような電源供給方法は、図
１の構成を有するディスプレイ装置または図３の構成を有する電源供給装置上で実行され
てよく、その他の構成を有するディスプレイ装置または電源供給上でも実行可能である。
【００９０】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明は以上の実施形態に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を
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更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の
技術的範囲に属するものと了解される。
【符号の説明】
【００９１】
１１０　ＯＬＥＤパネル部
１２０　映像信号提供部
１３０　放送受信部
１３５　信号分離部
１４０　Ａ／Ｖ処理部
１４５　オーディオ出力部
１５０　保存部
１５５　通信インターフェース部
１６０　操作部
１７０　制御部
２００　電源供給部
２１０　整流部
２２０　ＰＦＣ部
２３０　コンバータ
２４０　スイッチング部
２５０　電源制御部
２５３　制御コア
２５５　周波数変調部

【図１】

【図２】

【図３】
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